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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成23年6月23日(2011.6.23)

【公表番号】特表2010-538558(P2010-538558A)
【公表日】平成22年12月9日(2010.12.9)
【年通号数】公開・登録公報2010-049
【出願番号】特願2010-523463(P2010-523463)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｍ   1/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｍ   1/00    　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成23年4月28日(2011.4.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　平板状の２つのＰＴＣサーミスタ素子（１）を有し、
　前記ＰＴＣサーミスタ素子（１）は、共通の筐体（２）に配置され、
　前記筐体（２）は、それぞれ、２つの対向する側面に開口（３）を有し、
　前記開口（３）の大きさは、前記ＰＴＣサーミスタ素子（１）の寸法と一致し、当該Ｐ
ＴＣサーミスタ素子（１）は、当該開口（３）を介して、前記筐体に挿入され得、当該筐
体（２）に固定され、
　２つの前記ＰＴＣサーミスタ素子（１）は、前記筐体（２）内で互いに電気的に絶縁さ
れており、
　前記ＰＴＣサーミスタ素子（１）は、それぞれ、少なくとも２つの、当該ＰＴＣサーミ
スタ素子（１）を前記筐体（２）に固定するための接続ワイヤ（４）を備える、
　ことを特徴とする、電気的保安器。
【請求項２】
　前記筐体（２）は一体形成である、請求項１に記載の保安器。
【請求項３】
　前記筐体（２）はプラスチック製である、請求項１または２に記載の保安器。
【請求項４】
　前記筐体（２）の外寸法は、前記ＰＴＣサーミスタ素子（１）の寸法を、数ミリメート
ルしか超えない、請求項１から３のいずれか１項に記載の保安器。
【請求項５】
　前記ＰＴＣサーミスタ素子（１）は、２つの対向するベース面上の接続ワイヤ（４）と
回路をつないでいる、請求項１から４のいずれか１項に記載の保安器。
【請求項６】
　前記ＰＴＣサーミスタ素子（１）は、それぞれ、その端面（１１）と平行に、当該端面
と対向するその端面（１１）上に配置されている２つの接続ワイヤ（４）を有し、当該接
続ワイヤ（４）は、互いの間で９０°の角度をなすよう調節して配置されている、請求項
１から５のいずれか１項に記載の保安器。
【請求項７】
　前記接続ワイヤ（４）は、その中央区域（４１）で１３５°の角度をなし、前記ＰＴＣ
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サーミスタ素子（１）の末端表面（１１）とは平行である、請求項１から６のいずれか１
項に記載の保安器。
【請求項８】
　前記ＰＴＣサーミスタ素子（１）の前記接続ワイヤ（４）は、その末端（４２）で９０
°に曲げられている、請求項１から７のいずれか１項に記載の保安器。
【請求項９】
　９０°に曲げられている接続ワイヤ（４）の末端（４２）は、前記ＰＴＣサーミスタ素
子（１）を前記筐体（２）に固定するために使用される、請求項１から８のいずれか１項
に記載の保安器。
【請求項１０】
　前記ＰＴＣサーミスタ素子の前記接続ワイヤを保持するために、前記筐体（２）は、そ
の下面（２１）に複数の切り欠き（５）を有する、請求項１から９のいずれか１項に記載
の保安器。
【請求項１１】
　前記ＰＴＣサーミスタ素子（１）は、前記筐体（２）の前記開口（３）に、締め付けに
よって、取り付けられている、請求項１から１０のいずれか１項に記載の保安器。
【請求項１２】
　前記筐体の前記開口（３）は締め付け用リブ（６）を有する、請求項１から１１のいず
れか１項に記載の保安器。
【請求項１３】
　前記筐体（２）の前記開口（３）は、その外端区域に円錐形の留め具を有する、請求項
１から１２のいずれか１項に記載の保安器。
【請求項１４】
　前記ＰＴＣサーミスタ素子（１）は、四角形のベース面を有する、請求項１から１３の
いずれか１項に記載の保安器。
【請求項１５】
　前記ＰＴＣサーミスタ素子（１）は、円形のベース面を有する、請求項１から１３のい
ずれか１項に記載の保安器。
【請求項１６】
　通信機器での使用に適している、請求項１から１５のいずれか１項に記載の保安器。
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